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宮古西原方言の語彙（１）
名嘉真三成
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DialectinMiyakols．（１）
bｙＭｉｔｓｕｎａｒｉＮＡＫＡＭＡ
序
宮古方言は南琉球方言の中でも比較的体系性の強固な方言である。いわゆる音韻、文法の
いずれの面でも明確な体系を示し、いわば日本祖語との対応関係が比較的容易に把握できる
特色を有する。言うまでもなく、このような方言は比較言語学的研究の分野に重要な役割を
演ずる゜従って、できるだけ綿密な宮古方言の記述研究が望まれるが、特に語彙全般に関す
る記述は、音韻論をはじめ各分野の基礎的な資料として必要不可欠なものである。ところが、
語彙全般にわたる共時論的記述研究は、今日まで宮古方言にはなかったと言ってよい。周知
の通り、これまで奄美には『奄美方言分類辞典』上・下、沖縄には『沖縄語辞典』・『沖縄
今帰仁方言辞典』、そして八重山には『八重山語彙』などの優れた辞書がある。もし、宮古
方言に、これらの辞書ほどでなくとも、何らかの語彙全般に関する記述研究があれば、琉球
全域を鳥鰍した比較言語学的研究が可能になろう。
本稿は以上のことから、宮古西原方言の語彙について記述したものである。本来、八行Ｐ
音などを保持する古い方言の記述が望しいが、ここでは筆者の内省による記述に重きを置く
故、西原方言を抽出する。なお本稿は完全無欠なものではなく、あくまでも比較研究の礎と
なるよう編んだものであり、今後網羅できなかった語彙も含めてより完全な記述を心掛けた
い｡
凡例
収録語
１南琉球方言に属する宮古平良市西原方言を収録した。
２語の蒐集は筆者の内省に基づくが、不明瞭な語については村の古老たちに確認した。
３収録した語の中には、比較的新しい借用語も入っている。
４語の蒐集は、主として『沖縄今帰仁方言辞典』（仲宗根政善角川書店）を参考にし
た。
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見出し項目
１見出し項目には次のものをたてた。
（１）自立語としての単語、複合語、連語など。
（２）附属語としての助詞・助動詞、および補助動詞、補助形容詞など。
（３）接頭語、接尾語など。
（４）句（慣用句として用いられるもの)。
（５）造語成分で特に重要なもの。
２見出し項目の下位に示した複合語と慣用句。
（１）比較的規則的な`性格を有する派生語
〈－かん［形］きつい。苦しい。
〈ーさあしぃきつそうにする。
〈－t'ぬきついこと。〈_<とうきついこと。
〈_しいぐとうきつい仕事。
（２）比較的副次的な複合語。
あ－ぎ［名］上。上方。
あ－ぎなぎ［名］上の辺り。
３変種語形。
変種語形はできるだけ見出し項目として掲示したが、それ以外の語形は「～ともい
う」「～と同じ」と示した。
見出し項目の提示方法
ｌ原則として音韻論的平仮名を五十音順に並べて示す。
２長音はその直前の音の重複とみる。
３清濁については、清音、濁音、半濁音の順で示す。
４．勧音などは二文字とみる。
語形の表記
１語形の表記は、まず音韻論的平仮名表記を示し、次にできるだけ生の資料を提示する
意味で音声表記を示した。
あかかんakaka9［形］赤い゜
か_しぃｋａ:ｓＩ［名］菓子。
し－ぐＪｉ:9ｕ［名川､刀。
２語形の表記は、次の拍表に従った。
ひへ’よふほひやひゆひよん
／hi／／he／／ha／／hu／／ho／／hja／／hju／／hjo／／hN／
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[9i］ [he］［ha］［Pu］［ho］［Ca］［Cu］ ［ＣＯ］〔Ｉｐ〕
〔１Ｊ〕
よわん
／，jo／／，ｗａ／／，N／
え
／，e／
〔？ｅ〕
あ
／'a／
〔？ａ〕
う
／'u／
〔７ｕ〕
お
／，o／
〔？ｏ〕
ゆ
／，ju／
［ju］
や
／，ja／
［ja］
いい
／，i／／'1／
〔？ｉ〕〔？Ｉ〕
Ｉ〔Ｉ〕
〔ｉ〕〔５〕
[jo］［ｗａ］ 〔ｍ〕
、
〔０〕〔ｅ〕〔ａ〕〔ｕ〕〔ｏ〕
けかくこきゃきゅきょ
／ke／／ka／／ku／／ko／／kja／／kju／／kjo／
［ke］［ka］［ku］［ko］［kja］［kju］［kjo］
げが ぐごぎやぎゅぎょ
／9e／／9a／／9u／／90／／9ja／／gju／／gjo／
［9e］［9a］［9u］［90］［gja］［gju］［gjo］
てたとうとてやてゅ
／te／／ta／／tu／／to／／tja／／tju／
［te］［ta］［tu］［to］［tja］［tju］
でだどうどでやでゅ
／de／／da／／du／／do／／dja／／dju／
［｡e］［｡a］［｡u］［do］［dja］［dju］
ちゃちゅちよ
／cja／／cju／／cjo／
［tJa］［tJu］［tJo］
せさすそしやしゅしょ
／se／／sa／／su／／so／／sja／／sju／／sjo／
［se］［sa］［su］［so］［Ja］［Ju］［IC］
ぜざずぞじやじゅじょ
／ze／／za／／zu／／zo／／zja／／zju／／zjo／
〔ｚｅ〕〔ｚａ〕〔ｚｕ〕〔ｚｏ〕〔５ａ〕〔５ｕ〕〔ｓｏ〕
〔dze〕〔dza〕〔dzu〕〔dzo〕〔d5a〕〔d3u〕〔d5o〕
れらるろりやりゅりょ
／re／／ra／／ru／／ro／／rja／／rju／／rjo／
［re］〔ｒａ〕［ru］［ro］［rja］［rju］［rjo］
〔Ｊａ〕
き
／ki／
［ki］
ぎ
／9i／
［9i］
てぃ
／ti／
［ti］
でぃ
／di／
［｡i］
ち
／ci／
［tJi］
し
／si／
［Ji］
じ
／zi／
〔５ｉ〕
〔d5i〕
り
／ri／
〔ｒｉ〕
〔／ｉ〕
ちぃ
／cI／
[tsl］
しぃ
／sI／
［sl］
じぃ
／zl／
〔Ｚｒ〕
〔dzI〕
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に ねないのにゃにゅにょ
／､i／／､e／／､a／／､u／／no／／nja／／nju／／njo／
［Jli］［､e］［､a］［､u］［no］［､a］［J、］［no］
ふいふあふうふやふゅ
／fi／／fa／／fu／／fja／／fju／
［fi］［fa］［fu］［fja］［fju］
ぶぃぶあぶうぶゃぶゆ
／vi／／va／／vu／／vja／／vju／
［vi］［va］［vu］［vja］［vju］
ぴぺぱぶぽぴゃぴゅぴょ
／pi／／pe／／pa／／pu／／po／／pja／／pju／／pjo／
［pi］［pe］［pa］［pu］［po］［pja］［pju］［pjo］
ぴべぱぶぼぴゃびゅぴょ
／bi／／be／／ba／／bu／／bo／／bja／／bju／／bjo／
［bi］［be］［ba］［bu］［bo］［bja］［bju］［bjo］
みめまむもみやみゅみょ
／ｍｉ／／me／／、a／／ｍｕ／／､o／／mja／／mju／／mjo／
［ｍｉ］［me］［、a］［、u］［､o］［mja］［mju］［mjo］
注／／は音韻記号、［］は音声記号を示す。
見出し語の説明
１すべての語に、略語で品詞名を示した。
２説明は、初めに音韻的に対応する形を示した。
３多義語の場合、まず対応する形を掲げ、それぞれの意味を、①②③………のように分
けて示し、必要に応じて例文を挙げた。
略語は次の通りである。
［接頭］接頭語［接尾］接尾語
［名］名詞［代］代名詞
［動］動詞［形］形容詞
［副］副詞［連体］連体詞
［接続］接続詞［感］感動詞
［補助動］補助動詞［補助形］補助形容詞
［助］助詞［連語］連語
（擬態）擬態語（擬声）擬声語
（動）動物（植）植物
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（魚）魚類（貝）
（昆）昆虫（地）
（屋号）屋号名（幼）
（古）古語（新）
記号は次の通りである。
－接続語の末尾や接尾語の頭部などに付ける。
（）例文その他の訳を表わす。
～例文等の中での見出し項目を示す。
⑪例文。
貝類
地名
幼児語
新語
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あ
あ‐ａ‐近称の指示語をつくる。⑭あいあしぃな（そうするな)。￣ ￣ 詔 そうするな)。あんし_（そう）。
あ￣ａｘ［感］ああ。失望をした時に言う。ああならん（ああ残念だ)。
あ_ａ：［名］粟。あ－ゆいぴい（粟を植える)。
あ_がらaX9ara［名］粟殻。あ＿がらうとうい（粟殻を取る)。
あ_ぎａ:9ｉ［名］①上。場所、地位、優劣の高い方。②上座敷、－番座敷。あ＿ぎん
じ（上座敷に座れ)。
あ￣ぎかたａ:gikata［名］上の方。
－ぎんぴ
－１３５－
Hosei University Repository
あ￣ぎなぎaX9ina9i［名］上のあたり。⑳あ￣ぎなぎゅ￣とうみい（上のあたりを捜す)。
あーさａ:sａ（植）海藻の一種。あおさ。ひとえぐさ。食料になる。⑪あーさぬういい
（あおさが生える)。
あ_しぃａｘｓＩ［動］（膿や乳を）手で押して出す。したたらす。⑭いぶたう～（おできを
つぶす)。
あ－しぃａｘｓＩ［動］合わせる。くいとうかいとう～（これとあれと合わせる)。
あ－しぃじぃんａ:sIdzID［名］合わせ衣。袷。⑭あ￣しぃじぃんいちいぃ（袷を着る)。
あ_たうとうaxtautu（感）ああ尊。礼拝、祈願の時に用いる。⑬～たしいき－ふいー
さまち（ああ尊助けて下さい)。
あーふうきゃaXfukja［名］泡をふくもの。あわふうきゃとも言う。
あーふうちぃaXfutsl［動］あえぐ。激しく呼吸をする。あわふうちぃとも言う。
あ_ぶくａ:buku［名］泡。⑭あ_ぶくぬいでいい（泡が出る)。
あいａｉ［副］そう。②～あっす（そうしろ)。
あいａｉ［名］藍。染料に用いる。⑳あいゆそみい（藍を染める)。
あいａｉ［動］有る。在る。⑬くまんどう～（ここに有る)。
あいａｉ（感）ああ。人の意見に同調する時に言う。⑳～っぶあがあいと－リ（ああ君
の言う通りだ)。
あいａｉ［動］言う。歌う。⑭むぬ－－（言葉を言う)。あ_ぐ-－（歌を歌う)。
あいあしぃaiasl（連語）そうする。⑭あいあしぃな（そうするな)。
あいいａｉｉ［動］あえる。⑪す_ゆ～（野菜をあえる)。
あいきちぃaisatsf［名］（新）挨拶。
あいじぃaidzI［名］合図。⑳あいつじゅあしぃ（合図をする)。
あいじぃるaidzlru［名］藍汁。
あいずみaidzumi［名］藍染め。
あいちぃaitsf［動］①歩く。⑳んちぃから～（道を歩く)。②通う。従事する。⑬がっ
こ－ゆ～（学校へ通う)。③進む。⑪ふうにい～（船が進む)。
あいちぃぴゃ－かんaitsiibjaXka9［形］歩くのが速い。⑭かりや－～（彼は歩くのが速い)。
あいだaidａ［名］あいだ。⑬やしいんい～ベんきよ－ゆあしぃ（休みのあいだ勉強す
る)。
あいだきaidaki（連語）ありったけ。⑳～ふい－る（ありったけくれ)。
あいてぃａｉｔｉ［名］（新）相手。⑬っぶあがあいてや－たる（君の相手は誰)。
あいなａｉｎａ（連語）そうか。人の話にうなずく時に用いる語。⑳～ま_んてい－が（そ
うか本当なのか)。
あいなうしぃainausl［動］言いなおす。言い改める。⑬んぬあいたいくとう－－
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（昨日言ったことを言い改める)。
あいぬａｉｎｕ（連体）そんな。⑰～<とう_あいな（そんなことを言うな)。
あいぬくしぃainukusI［動］言い残す。⑳あいぬくしいたいくとう_にゃ－ん（言い
残したことはない)。
あいはていいaihatii［動］言い果てる。⑭んみや～（もう言い果てる)。
あいぱっぱいaibappai［名］言い違え。⑭あいばつぱいやにゃ_ん（言い違えはない)。
あいばつぱいいaibappaii［動］言い違える。
あいひ－ai9ix［接続］それから。そうして。⑭～またいかだか－ならん（それから
また行かねばならない)。あやひ_とも言う。
あいまａｉｍａ［名］合間。あいだ。時間的に用いる。⑬あいまあいまん〈－（合間合間に
来い)。
あいまかしぃaimakasl［動］言い負かす。⑬しんし_ゆ～（先生を言い負かす)。
あいむぬaimunu［名］あえもの。野菜類を酢やみそなどであえて調理した食べ物。
あうａｕ［名］青。⑳あうゆいらぴ（青を選べ)。
あうあうてい－auautiz［副］青々と。⑬いんな～ひ_うい（海は青々としている)。
あういるauiru［名］青色。⑬くいいる－－（この色は青色だ)。
あうかたaukata［名］青い方。⑱あうかたいどうじやうかい（青い方が良い)。
あうかんaukaU［形］青い。緑色も含む。⑭つき_～（草は青い)。
あうき_aukiH［名］青い木。生の木。枯れていない木。さりき_の対。⑭あうき_ゆ
とうみる（青い木を捜せ)。
あうさびausabi［名］青錆。⑳あうさびぬういい（青錆が生える)。
あうさりかんausarika9［形］生ぐさい。⑰いう－－（魚は生ぐさい)。
あうしぃじぃausIdzl［名］青筋。静脈。
あうじぃaudzr［名］扇。〈ぱあうじぃ（蒲葵の葉で作った扇)。あうじぃいふに（扇の骨)。
あうじぃaudzI［動］扇ぐ。⑭あうじぃひ-－（扇で扇ぐ)。
あうず_audzux［名］青野菜。⑳あうず-ゆかう（青野菜を買う)。
あうた－autaX［名］青田。
あうだａｕｄａ［名］もつこ。阿且の茎で縄をない、それを編んで作る。⑱あうだひ_かた
ん（もつこで担ぐ)。
あうだきaudaki［名］青竹。若い竹。
あうなじaunadzl［名］琉球青蛇。蛇の一種。
あうなぱaunaba［名］青い藻。青のり。水につかった木などにつく青い細かい藻。
あうぱ－aubaK［名］青い葉。青葉。
あうぱいaubai［名］青蠅。⑬あうぱいぬとうう（青蠅が飛ぶ)。
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あうばとうaubatu［名］青鳩。
あうぴ_aubi：［名］青い火。⑭あうび－ぬいでいい（青い火が出る)。
あうまみａumami［名］青豆。やえなり。
あうみａｕｍｉ［名］青み。青みをおびた色。
あうみ－aumiX［名］青い目。⑪うらんだいみ－や～（外人の目は青い目だ)。
あうみ_aumix［名］臆病。小心者。あうみ_ぴとう（臆病者)。
あうみ－かんaumi:kaO［形］臆病である。⑳みどうんな～（女性は臆病だ)。
あうむぬaumunu［名］①青物。青いもの。②熟しないもの。
あうんａｕＵ［動］青む゜⑭ったかい-か－ぬ～（殴られて皮膚が青む)。
あかａｋａ［名］赤。黄色も含む。⑳あかうぬい（赤を塗る)。
あかａｋａ［名］舟にたまる水のこと。⑳あかうんん（舟にたまる水を汲む)。
あかａｋａ［名］髪。からじぃとも言う。⑳あかうすい（髪を切る)。
あかａｋａ［名］垢。なぱとも言う。⑳あかううとうしぃ（垢をおとす)。
あかいａｋａｉ［動］雨がはれる。
あかいａｋａｉ［名］蟻。あかいぬしい－（蟻の巣)。
あかいるakairu［名］赤色。⑳あかいる－ぬい（赤色を塗る)。
あかうぎ_akau9ix［名］あこうの木。
あかかび_akakabiX［名］赤紙。祝いの時に用いる。
あかからじぃakakaradzl［名］赤い髪。赤色の髪の毛。自然の髪にも赤く染めた髪にも用
いる。
あかかんakaka9［形］赤い。明るい。⑳〈ぬはな-－（この花は赤い)。かいや￣や
～（あの家は明るい)。
あかが－らaka9aXra［名］赤瓦。～や￣（赤瓦の家)･
あかがにaka9ani［名］あかがね。銅。
あかぎ－aka9iX［名］赤毛。赤い髪。髪全体にも￣筋一筋にも用いる。⑭かいがからつ
じや～（彼女の髪は赤い髪だ)。
あかぐ－aka9uX［名］赤飯をつくる時に使う着色料・
あかざakasa［名］みなし子。
あかさakasa［名］赤さ。
あかさなじぃakasanadzl［名］赤ふんどし。⑭あかさなつじゆちいい（赤ふんどしを着
る)。
あかさびakasabi［名］青錆。～ぬういい（赤錆が生える)。
あかすいや－akasuija：［名］理容館。⑪～んあかうすい（理容館で髪を切る)。
あかずみakadzumi［名］赤染め。赤や茶褐色に布を染めること、また染めた布。～ちいん
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（赤く染めた着物)。
あかっぶぁakavva［名］赤ちゃん、赤ん坊。
あかでいんakadiD［名］赤銭。銅貨。⑬～ぬいだしぃ（赤銭を出す)。
あかなakana［名］（植）鳥菜。おおからしな。
あかぱたういakabataui（植）すいか。⑬～ぬない（すいかが成る)。
あかぱなakabana［名］赤花。仏桑華。
あかぱなakabana［名］赤鼻。鼻の赤い者。
あかひぎaka9i9i［名］赤ひげ。赤いひげ。
あかぴ－いakabixi［名］（昆）赤とんぼ。
あかまいakamai［名］赤飯。
あかみはなakamihana［名］赤顔。①赤ら顔。②赤面。⑳さきや＿ぬみ＿～（酒を飲
んで赤ら顔)。みどうんいみ_～ない（女性を見て赤面になる)。
あがａ９ａ（感）あ痛い゜痛い時に思わず発する。⑬～ひとうぬはつじゆん＿な（あ痛
人の足を踏むな)。
あがいａ９ａｉ（感）ああ。悲しい時や疲れた時などに発する。⑭～〈＿むぬ（ああきつい)。
～かまらしいt'ぬ（ああ悲しい)。
あがいａ９ａｉ［名］東。あがいかた（東の方)。⑳～からてぃだぬい＿い（東から太陽が
のぼる)。
あがいａ９ａｉ［名］上がり。下から上に頂点を視点に移動すること。⑳き＿ぬすらんかい
～やむつかしいむぬ（木の天辺に上がるのは難しい)。
あがいａ９ａｉ［動］上がる。下から上へ到達点を視点に移動する。⑳てぃだぬ～（太陽が
上がる)。
あがいかたa9aikata［名］東の方。⑳～うみい（東の方を見る)。
あがいかでぃa9aikadi［名］東風。⑳～ぬふうちぃ（東風が吹〈）。
あがいじぃまa9aidzma［名］村の東方の集落。
あがいてぃだa9aitida［名］上がる日。⑭～ううがん（上がる日を拝む)。
あがいふうちぃa9aifutsI［名］東向き。家などが東向きになっていること。
あがいばりa9aibari［名］集落の東側の区域。
あがいま_いa9aimaxi［名］風が東にまわること。
あがたa9ata［名］遠いこと。
あがたかんa9atakaD［形］遠い。ゆか_まかんとも言う。⑳っぶあがや＿や～（君の
家は遠い)。
あがんにゃ_a9annjaX［名］東隣の家。⑬～んかいいちぃ（東隣の家へ行く）。
あぎいａ９ｉｉ［動］上げる。揚げる。⑳はたう～（旗を上げる)。
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あぎさぎa9isa9i［名］上げ下げ。⑪～あしぃ（上げ下げする)。
あぎだ_a9idaX［名］上げ田。浅い田。ふうかだ－（深い田）の対。
あぎだうふうa9idaufu［名］揚げ豆腐。
あぎなうしぃa9inausl［動］揚げ直す。
あぎま-しぃa9imaXsI［動］せきたてる。いろいろ言ってその気にさせる。
あっすてい－～（やれやれとせきたてる)。
あぎましぃagimasf（屋）屋号の一つ。
あぎむぬa9imunu［名］揚げ物。油揚げにしたもの。てんぶらなど。⑳～う
げ物をする)。
あくまakuma［名］（新）悪魔。死んだ赤ちゃんにも言う。
あぐａ９ｕ［名］年齢を越えた友達。
あく゛にa9uni［名］（地）粟国。
あきやうだakjauda［名］商人。⑰～ぬむぬ－うう（商人が物を売る)。
あさａｓａ［名］麻。⑬～うんん（麻をつむぐ)。
あさａｓａ［名］父。うやんま～（両親)。いあとも言う。
あざａｄｚａ［名］字。町村内の区画名。
あさかんasaka9［形］浅い。⑳くまぬいんな～（ここの海は浅い)。
あささasasa［名］浅さ。⑪～うはかい（浅さをはかる)。
あさじぃんasadzl9［名］麻衣。麻の着物。
あさむぬ､asamunu［名］朝食。⑭～うふあう（朝食を食べる)。
あしぃａｓＩ［動］する。⑱しいかまう～（仕事をする)。
あしぃかたasIkata［名］仕方。やり方。⑳～ぬぱいかん（やり方が悪い)。
あしぃざまasIdzama［名］し様。やり方。あしぃかたより悪いイメージがある。
あしぃじゃうじぃasld5audzf［名］やり上手であること。
あしぃじゃうじぃかんasrd5audzIkaD［形］やり上手である。
あしぃなうしぃasimausr［名］やり直し。
あしぃなうしぃaslnausr［動］やり直す。⑳しいかまう～（仕事をやり直す)。
あしぃならいasrnarai［名］やり慣れること。
あしぃなりいasInarii［動］やり慣れる。
あしぃぬぐいaslnukui［名］やり残し。
あしぃぬぐいａｓｍｋｕｉ［動］やり残る。
あしぃぬくしぃasmukusI［動］やり残す。
⑳あっす
あしぃ（場
あしぃにゅ_かんasrnjmka9［形］するのが遅い。あしぃにゅ￣ぴとう（するのが遅い人)。
あしぃはっちゃきいasIhattJakii［動］しそこなう。
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あしぃはていいasIhatii［動］し果てる。⑳んみやあしぃはてぃ－にゃ－ん（もうし果て
てしまう)。
あしぃぴゃ－かんasIbja:kaU［形］するのが速い。あしぃぴゃ_ぴとう（するのが速い人)。
あしいみいaslmii［動］させる。⑭うっとうん～（弟にさせる)。
あしいやしいかんasIjasIka9［形］しやすい。
あしいやしいくとうasIjaslkutu［名］しやすいこと。
あじぃａｄｚＩ［名］味。⑭あつじゆみい（味をみる)。
あじぃａｄｚｆ［名］按司。地方に城を持ち割拠していた領主のこと。
あじぃかいadzIkai［名］預かり。あじぃかいでいん（預かり銭)。
あじぃかいadzlkai［動］預かる。⑳でいんい～（お金を預かる)。
あじいきadzIki［名］小豆。あじいきまみとも言う。
あじぃきいadzIkii［動］預ける。⑭つふあう～（子供を預ける)。
あじいきまみadzIkimami［名］小豆。
あじいまざadzImasa［名］甘さ。
あじいまかんadzlmakaO［形］甘い。味覚についてのみ言う。
あじぃまむぬadzImamunu［名］甘い物。⑩～うふあう（甘い物を食べる)。
あじやａｄ５ａ［名］ほくる。あざ。⑳～ぬいでいい（あざが出る)。
あたしnatai［動］当たる。
あたしｌａｔａｉ［名］当たり。
あたぱか－いatabakaxi［副］－時。しばらく。⑱～まち－うり（しばらく待っていろ)。
あたらしいかんataraslkaO［形］惜しい。
あだａｄａ［名］仇。敵。
あだうちぃadautsl［名］（新）仇討。
あだな－adanax［名］あだな。⑳～ゆちいきい（あだなをつける)。
あだなしぃadanasl［名］阿旦の気根を裂いて乾かしたもので、縄やひもを作るのに用いる。
⑬～ひ－な_ゆなう（阿旦の気根で縄をなう)。
あだんａｄａ９［名］（植）阿旦。
あだんぱさばadambasaba［名］阿旦で作ったぞうり。
あちいかんatsIkaU［形］暑い。⑬きゅ_や～（今日は暑い)。
あちいかんatsIkaO［形］熱い。⑭〈ぬみつじゃ～（この水は熱い)。あちいみじぃ
（熱水)。
あちいまいatslmai［動］（新）集まる。
あちいまいどうぐなatsImaidukuna［名］集まる所。集合所。
あちいみいatslmii［動］（新）集める。⑪きってゅ_～（切手を集める)。
－１４１－
Hosei University Repository
あちいぐ－かんatsI9uxkaD［形］厚い。⑳くいたな￣～（この板は厚い)。
あっすがassu9a［接続］だが。だけども。⑳あふだか_ならん－つぶあ－あしぃな
（しなければならない、だが君はやるな)。
あっぶあａｖｖａ［名］油。脂肪。⑬～うぬい（油を塗る)。
あっぶあかんavvakaO［形］油っこい。⑳〈ぬしい-つさ～（この肉は油っこい)。
あっぶあなぴavvanabi［名］油なく。油を入れて煮るなく。
あっぶあむぬavvamunu［名］油物。
あっぶあんすavvansu［名］油みそ。みそを油でいためた料理。
あっぷあっぷappuappu（擬態）おぼれてもがく様子。
あとうａｔｕ［名］①後。⑳～んなる（後になる)。②跡。⑬～ぬぬくい（跡が残る)。
あとうういatuui［名］後追い。後から追って行くことｑ
あとううしぃatuusr［名］後押し。⑪～あしぃ（後押しする)。
あとうかたatukata［名］跡かた。⑳あとうかた～にゃ_ん（跡かたは無い)。
あとうかたじいきatukatadzIki［名］（新）後片づけ。
あとうさちぃatusatsf［名］あとさき。⑳～うきみい（あとさきを決める)。
あとうちいぎatutsl9i［名］後継ぎ。
あとうちいぎやatutsl9ja［名］後継ぎする者。
あとうとういatutui［名］後取り。
あとうどうみatudumi［名］後妻。
あとうないさちいないatunaisatsInai［連語］後になったり先になったり。⑳～いちい
（後になったり先になったりして行く）。
あとうむどういatumudui［名］後戻り。
あどうａｄｕ［名］かかと。踵。
あどうぐろadu9uru［名］かかと。踵。⑭～うふあ￣しぃ（かかとを蹴る)･
あなａｎａ［名］穴。孔。くぼんだ所。つつ抜けになった所にも言う。⑭～んかいはい（穴
に入る)。
あぬゆ－anujux［名］あの世。来世。
あは－ahaZ（感）ああ。うなずく時に言う。⑬～ま－んてい_（ああ本当だ)。
あはあはahaaha（擬音）声高に笑うこと。
あぱａｂａ（感）予想外のことに驚く時に発する。あれ。⑳～なうひ－あいあしぃが
（あれどうしてそうするか)。
あぱさabasa［名］①魚名。はりせんぼん゜②女子の暴れ者。
あふうあふうafuafu（擬態）ふわふわした様子。⑭～てい_ぬぴ_むぬ（ふわふわした
椅子)。
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あふうじぃafudzl［名］あくび。
あぶａｂｕ［名］深い溝。深い洞穴。⑳～んかいうていい（深い溝に落ちる)。
あばらぎかんapara9ikaU［形］容姿が美しい。⑳かいみどうんな～（あの女性
い)。
あばらぎみどうんapara9imiduD［名］美しい人。美人。
あまいａｍａｉ［名］①余り。余分。⑳～やぱがたま（余りはぼくの分だ)。②度を
と。
あまいいamaii［動］（新）甘える。だだをこれる。
あまいむぬamaimunu［名］余り物。⑳～うふあう（余り物を食べる)。
あまかんamakaD［形］味が薄い｡⑪〈ぬんつしい_や～（この汁は味が薄い)。
あまがさama9asa［名］①雨傘。②月のかさ。
あまぐいama9ui［名］雨乞い。⑭～ゆあしぃ（雨乞いをする)。
あまく゛いくいちゃ－ama9uikuitJax［名］雨乞いのための踊り。
あまぐむama9umu［名］雨雲。
あまざきamadzaki［名］酢。⑬～うぬん（酢を飲む)。
あまだいamadai［名］雨垂れ。⑪～ぬうていい（雨垂れが落ちる)。
あまみじぃamamidzf［名］①雨水。天水。②真水。
あまむぬamamunu［名］塩気の薄い物。
あまやかしぃamajakasI［動］甘やかす。⑳つふあう～（子供を甘やかす)。
あまんａｍａＯ［名］（動）やどかり。あまんぬく－（やどかりの殻)。
あみａｍｉ［名］雨。⑩～ぬあかい（雨がやむ)。
あみａｍｉ［名］飴。⑳あみゅ_ふあう（飴を食べる)。
あみいａｍｉｉ［動］浴びる。⑳みつちゅ～（水を浴びる)。
あみかでぃamikadi［名］雨風。
あみふう_amifuX［名］雨降り。⑳きゅ_や～とうきや（今日は雨降り日だ)。
あみふう－わ_ちぃちぃamifuxwaztsftsI［名］雨降りの天気。
あみむぬamimunu［名］（新）編物。⑭～うあしぃ（編物をする)。
あやａｊａ［名］綾。縞。模様。
あやかいajakai［名］あやかり。⑳～やじゃうと_（あやかりは良い)。
あやしいかんajasIkaU［形］あやしい。不審である。あやしいぴとう（あやしい人)。
あやばちやajabatJa［名］（混）蝶。⑳～ぬとうう（蝶が飛ぶ)。
あやひ_ajaciX［接続］それから。そうして。
あら‐ara-［接続］新たの意。あらむぬ（新しい物)。み－（新しい）とも言う。
あら‐ara‐［接続］荒い。粗い。あらいん（荒海)。あらぴとう（荒い人)。あらま
うて い（深い溝に落
⑭かいみどうんな～（あの女性は美し
越すこ
(粗し、
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い米)。
あらａｒａ［名］外。戸外。ふか（外）とも言う。⑧～んかいいでい-な（外に出るな)。
あらいむぬaraimunu［名］洗い物。洗濯物。
あらうａｒａｕ［動］洗う。⑥ちいんい～（着物を洗う)。
あらかんarakaO［形］①荒い。⑳なんい～（波が荒い)。②粗い。⑱んなぐぬ～（砂が
粗い)。③粗暴、乱暴である。あらぴとう（乱暴者)。
あらしぃarasI［動］①荒す。⑳はいゆ～（畑を荒す)。②乱暴にしてかき乱す。
あらしぃarasI［動］有るようにする。有らせる。
あらしいぐとうarasl9tu［名］荒仕事。⑳～うあしぃ（荒仕事をする)。
あらすいarasui［名］争い。あらすいぐとう（争い事)。
あらずくいaradzukui［名］粗造り。下ごしらえ。⑳～ゆあしぃ（粗造りをする)。
あらたぬaratanu［連体］新たな。～<とう（新たな事)。
あらたびaratabi［名］新旅。初旅。
あらたまいaratamai［動］（新）改まる。新しくなる。⑪ゆ_ぬ～（世が改まる)。
あらたみいaratamii［動］（新）改める。新しくする。
あらたんarata9［副］新たに。
あらだていいaradatii［動］荒立てる。荒々しくする。
あらてぃarati［名］新手。～ぬくとう（新手の事)。
あらとうしぃaratusI［名］粗砥。⑳～ひ－とうじぃ（粗砥で研ぐ)。
あらどうぐなaradukuna［名］荒場。霊がいる所。
あらや－araja:［名］荒屋。荒れた家。
あらなんaranaO［名］荒波。⑪～ぬゆい（荒波が寄る)。
あらんａｒａＯ（句）そうでない。違う。⑭あいや～（そうではない)。
ありａｒｉ［名］荒れ。海が荒れること。
ありいａｒｉｉ［動］荒れる。⑪いんい～（海が荒れる)。
ありじぃ_aridzM名］荒れ地。⑳～ゆかでいい（荒れ地を耕す)。
あわていいawatii［動］①`慌てる。②急ぐ。⑭あわてい－ふうう（急いで来る)。
あわふうきゃawafukja［名］泡をふぐもの。
あわふうちぃawafutsl［動］あえぐ。泡をふく。⑳あわふうき-たうりい（あえ」 ⑧ いで倒
れる)。
あわりawari［名］あわれ。みじめ。苦労。⑳～あしぃ（苦労する)。
あわわわawawawa［擬声］あぱばぱ゜口を手でたたきながら幼児が声を出すこと。
あん-aU-［接頭］あんな。あの・あんだき（あのように)。
あんａ９［名］餡。⑳～ぬむちぃ－んかいいりい（餡をもちに入れる)。
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あんａ９［名］網。⑳～ひ_いう_とうい（網で魚を採る)。
あんａＵ［動］編む。⑬あんぬ～（網を編む)。
あんだきandaki［副］あれ程。⑳～がぱ￣ふうない（あれ程大きくなる)。
あんち＿antJiX［副］そんなに。あんなに。⑳～あしぃな（そうなにするな)･
あんばいambai［名］味。賞味すること。⑳～ゆあしぃ（味をする)。
い
いあ，ｚａ［名］父。⑳～んかいちいふう（父に聞く)。
いあらIzara［名］鎌。⑳～うとうじぃ（鎌を研ぐ)。
いいｉｉ［動］要る。必要である。
いいｉｉ［動］射る。（鉄砲で）撃つ。だみいとも言う。
い－Ｍ名］亥。十二支の一つ。
い_ｉ：［名］絵。かたとも言う。⑭～ゆかふう（絵を描く）。
い－Ｍ助詞］意味を強める。体言、助詞、掛け声につく。⑭ばんい－
ど－い－（舟だぞ)。
い－Ｍ名］（新）胃。うふうがいとも言う。
い－ｉｘ［名］西。②～んかいんちぃ（西へ向く)。
いいいＩ５ｉｉ［動］貰う。
い－あがいiXa9ai［名］東西。
い_かたｉ:kata［名］西の方。
い_かちぃぴとうixkatsIbitu［名］絵かき。
いーかでぃixkadi［名］西風。⑳～ぬふうちぃ（西風が吹〈）。
い_きｉｘｋｉ［名］鱗。
い－じぃまiXdzIma［名］西の方の集落。～ぴとう（西の方の集落の人)。
い－ちぃixtsf［動］油でいためる。妙る゜⑪まみゅ_～（豆を妙る)。
い_ちぃむぬｉ:tsfmunu［名］油でいためた料理。
い－てぃだiXtida［名］没する太陽。西日。
い－ぱなixbana［名］入り端。日の没しぎわ。
い－ばりixbari［名］（地）下崎あたりの集落。
い_ぶ－iXbux（屋号）屋号の一つ。
い－ぶんｉ:bu9［名］（新）言い分。
い－ま_いｉｍａｘｉ［名］風が西にまわること。
いいむぬI5imunu［名］貰い物。
いかりikari［名］錨。⑳いかりゅ-あぎい（錨を上げる)。
(ぼくね)。ふうに
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いぎ_i9i：（感）ああ。驚いた時、嫌悪の気持ちを催す時に用いる。
いきまikima（地）池間。
いきまじぃまikimadzIma（地）池間島。宮古本島の西北約５klnに浮かぶ島。
いきやがらかんikja9arakaU［形］不思議である。
いざぐisa9u［名］咳。⑬いきぐ－あしぃ（咳をする)。
いざみいisamii［動］（新）いさめる。注意する。警告する。
いしぃｉｓＩ［名］（新）椅子。
いしぃｉｓＩ［名］石。⑪いつすひすう（石を拾う)。
いしいうしぃislusl［名］石臼。
いしいがんとう_isl9antux［名］石敢当。魔よけの石。
いしいぐ_isl9uX［名］小石。
いしいぐ_んちぃisl9umtsl［名］砂利道。
いしぃざやふうisldzajafu［名］石大工。石工。
いしぃじぃ_isIdzIx［名］石地。石ころの多い土地。⑪～ゆかでいい（石地を耕す)。
いしいじゃうisId5au［名］石門。石造りの門。
いしぃだんislda9［名］石段。
いしいばしぃisIbasf［名］石橋。⑳いしいばつすばたい（石橋を渡る)。
いしいばらislbara［名］石の柱。石柱。
いしいぶとうきislbutuki［名］石仏。
いじぃｉｄｚＩ［名］意地。勇気。⑳いじいいあい（勇気がある)。
いじぃぴとうidzlbitu［名］勇敢な人。
いすうｉｓｕｕ［動］（新）急ぐ。⑪いすぎ_はい（急いで帰る)。
いすがしぃisu9asI［動］急がす。⑳ま_ぬ～な（あまり急がすな)。
いすがしいかんisu9asIkaO［形］忙しい。⑩きゅ￣や～（今日は忙しい)。
いしゃｉＪａ［名］医者。⑬～ぬやんぬなうしぃ（医者が病気をなおす)○
いじゃいid5ai［名］漁。魚をとること。
いじゃいび－id5aibi：［名］漁火。⑳～ひ￣いう￣とうい（漁火で魚をとる)。
いじゅｉｄ５ｕ（植）ひめつばき。いじゅぬはな（ひめつばきの花)。
いだしぃidas，［動］出す。①現れるようにする。⑳ぱたう～（腹をあらわにする)。
中から外へやる。②ふうにゅ－～（舟を出す)。
いちｉｔＪｉ［名］－゜
いちいちitJiitJi［副］いちいち。ひとつひとつ。⑳～しらぴい（いちいち調べる)。
いちがちぃitJi9atsI［名］－月。
いちご_itJi9oZ［名］（新）一合。
②
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いちだいitJidai［名］（新）－代。
いちまいitJimai［名］（新）－枚。にまい（二枚)。さんまい（三枚)。よんまい（四枚)。
いちまんitJimaO［名］（新）－万。にまん（二万)。ざんまん（三万)。よんまん（四万)。
いちmtJiri［名］－里。
いちいitsＩ［名］五つ。数える時に言う。てぃ－（－つ)。た_（二つ)。み－（三つ)。
いちいitsＩ［名］息。呼吸。⑬いつちゅあしぃ（息をする)。
いちいっさかんitslssakaD［形］息<さい。いちいっさりぴとう（息〈さい人)。
いちいつきらitsIssara［名］息のくさい人。
いちいとうしぃitsItusI［名］五年。⑳～ない（五年なる)。
いちぃながかんitslna9akaO［形］息が長い。水中にもぐって息を止めている時間が長い。
「息の長い仕事」のような用法はない。
いちいは－は－itsIhaxha：［名］息をせきこんで吸ったり吐いたりすること。
いちいばんitsIbaU［名］一番。⑳～ぬむぬどうましぃ（－番のものが良い)。
いちいばんどういitslbandui［名］一番鶏・暁を告げて鳴く最初の鶏のこと・にばんどうい
（二番鶏)。ざんばんどうい（三番鶏)。
いちいばんどうしぃitslbandusl［名］一番の友達・無二の親友。
いちいばんじゃ－itslband5az［名］一番座。表座敷の一番上の座敷。
いちいむんitslmuO［名］－門。一族。
いでいいｉｄｉｉ［動］出る。①現れる。⑪ちぃつちゅぬ～（月が出る)。②中から外へ移動
する。⑭ふかんかい～（外へ出る)。
いでぃだかididaka［名］支出高。⑭いでいだか￣いかつさ（支出高はいくらか)。
いでいすがいidisu9ai［名］出支度。出発の用意。⑭～ゆあしぃ（出支度をする)。
いでぃどうくまididukuma［名］出どころ。⑳うぬくとうぬいでぃどうくま￣んじゃ
（その事の出どころはどこだ)。
いでぃふうちぃidifutsI［名］出口。出るところ。はいふうちぃ（入口）の対。
いでいぶにidibuni［名］出船・はいぶに（入船）の対。
いつかいikkai［名］－階。にかい（二階)。さんかい（三階)｡
いつかいや_ikkaija:［名］－階造りの家。
いつきんikkiD［名］￣斤。
いっさいｉｓＳａｉ［副］いっさい。⑳～あいぬくとう￣ぱ￣ふん（いっさいその様なこ
とはしない)。
いつしんiJJi9［名］－銭。いつしんでいん（－銭のお金)。
いつしゃくiJJaku［名］－尺。にしゃく（二尺)。さんしゃく（三尺)。
いつしゅｉＪＪｕ［名］－升。⑳さきゅ_～ぬん（酒を￣升飲む)。
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いつしゅびんiJJubiO［名］一升びん。
いったんitta9［名］一反。いったんぬじぃ_（－反の地)。
いつとうｉｔｔｕ［名］－斗。
いつとうだるittudaru［名］－斗樽。
いつちよ_ittJox［名］－兆。にちよ－（二兆)。さんちよ￣（三兆)。
いっぱいippai［名］－杯。たくさん。いっぱいぬひとう（たくさんの人)。
いつぴippi［副］どれくらい。⑪～ばか－いぬいうが（どれくらいの大きさの魚か)。
ひっびるippiru［名］－尋。～ぬひむ（－尋のひも)。
いとうｉｔｕ［名］糸。いちゅとも言う。⑳～ひ－ちいんいぬう（糸で着物を縫う)・
いとうまんituma9［地］糸満。沖縄本島南部の町。
いちゅｉｔＪｕ［名］糸。いとうとも言う。
いちゆじいんitJudzID［名］絹の着物。
いなかinaka［名］（新）田舎。
いなかむぬいinakamunui［名］田舎言葉。
いはいｉｈａｉ［名］（新）位牌。⑬～ゆかざい（位牌を飾る)。
いばいｉｂａｉ［動］威張る。⑳ま－ぬいばいな（あまり威張るな)。
いばいっさいibaissai［動］威張りくさる。
いばらibara［名］威張る人。⑳かりや_やぐみ～（彼は大変な威張る人だ)。
いぴibi［名］えび。いせえび。淡水に住む蝦はさいと言う。
いびibi［名］杜の中の神の座す神聖な場所。
いましみいimaJimii［動］いましめる。
いみｉｍｉ［名］意味。
いみｉｍｉ［名］忌み、喪。
いみいしぃimiisl［名］小石。⑳いみいつすひすう（小石を拾う)。
いみかんimika9［形］小さい。がば￣かん（大きい）の対。
いらいｉｒａｉ［名］返事。いらいあしぃ（返事する)。
いらうｉｒａｕ［動］選ぶ。⑳じゃうむぬ－～（良い物を選ぶ)。
いらうｉｒａｕ（地）伊良部。いらうぴとう（伊良部の人)。いらうじいま（伊良部島)。
うふうちぃ（伊良部言葉)。
いらううちぃirauutsI（魚）ぶだいの一種。
いらぴなうしぃirabinausl［動］選び直す。
いらぴはつちゃきいirabihattJakii［動］選びそこねる。
いりかいいirikaii［動］入れ替える。⑬くいとうかりゅ－～（これとあれを入れ：
いら
れ替える。⑬くいとうかりゅ－～（これとあれを入れ替え
る)。
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いりかいしぃirikaisl［動］入れかえす。
いりくみいirikumii［動］入れこむ。⑭てい－ゆあなんかい～（手を穴に入れこむ)。
いりちがいiritJi9ai［名］入れ違い。
いりば_iriba：［名］入れ歯。
いりぴ_iribM名］入り日。部屋の中にさしこむ日。
いりむくirimuku［名］入婿。
いりむぬirimunu［名］入れ物。容器。⑪～んかいいりい（入れ物に入れる)。
いるｉｒｕ［名］色。顔色。⑬～にゃ_だふう_（真っ青になって来る)。
いるかぎかんiruka9ikaO［形］色が美しい。肌が美しい･いるかぎみどうん（色が美しい
女性)。
いるぐるiru9uru［名］色が黒いこと。いるぐるんまり（もともと色が黒い人)。
いるぐるかんiru9urukaD［形］色が黒い。⑩ばがどう～（ぼくの方が色が黒い)。
いるじるirud5iru［名］色が白いこと。いるじるんまり（生まれながらにして色が白い人)。
いるじるかんirud5irukaU［形］色が白い。
いるみirumi［名］（新）色目。いるみゅ－ちぃかう（色目をつかう)。
いるむちぃirumutsl［名］色合い。色調。
いわｉｗａ［名］（新）岩。⑳～うふうきやかしぃ（岩をくだく）。
いわりiwari［名］（新）いわれ。由緒。
いんｉＵ（動）犬。⑳～ぬふいい（犬が吠える)。
いんｉＯ［名］戊。十二支の第１１番目。
いんｉ９［名］印。⑬～ぬうしぃ（印を押す)。
ＷＭＯ［名］縁。ゆかり。てづる。ひとうぬ～（人の縁)。
いんｉｏ［名］海。⑪～なあうかん（海は青い)。
いんあーさiOaxsa（植）あおさ。海の瀬に生えている海藻。
いんいしぃi9isr［名］海石。家を造る時の土台として使ったりする。
いんかでぃi9kadi［名］海風。⑳～ぬふうちぃ（海風が吹〈)。
いんきりiUkiri［名］縁切れ。
いんぎんまみi99immami（植）いんげん豆。
いんぐみiO9umi［名］縁組。結婚の約束をすること。⑪～んない（縁組になる)。
いんしやｉｎＪａ［名］漁師。⑩～にない（漁師になる)。
いんどういindui（動）海鳥。
いんどう_かんindu:kaO［形］縁遠い。
いんとう〈intuku［名］陰徳。世の中に知られないように施す恩恵。
いんとうまゆintumaju［連語］犬と猫。犬猿の仲。仲の悪い者どうしのたとえ。
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いんに〈inniku［名］印肉。朱肉。⑳いんにく_ちぃきい（朱肉をつける)。
いんにゃ－innjax［名］西隣りの家。あがんにゃ－（東隣りの家）の対。
いんぱうimbau（動）海蛇。
いんぱたimbata［名］海辺。海岸。いんぱたぬや_（海辺の家)。
いんまｉｍｍａ［名］（新）閻魔王。
いんまらだにimmaradani［名］リンパ腺にできるぐりぐりのこと。
う
ういｕｉ［代］それ。中称指示代名詞。⑭～がどうましぃ（それがよい)。
ういｕｉ［動］①居る。おる。⑪ひとうぬ～（人がいる)。②生きている。⑭っぶあが
ちいかないうたいいんなうり_どうういな（君が飼っていた犬は生きているか)。
ういｕｉ（植）瓜。⑳ういゆいぴい（瓜を植える)。
ういｕｉ［動］織る。⑬ちいんい～（着物を織る)。
うい_ｕｉ甥。独立しては用いられない。みゅ-い（姪、甥）のように複合している。
ういいｕｉｉ［動］生える。勃起する。⑳っさぬ～（草が生える)。
ういかでぃuikadi［名］追い風。
ういぐりかんui9urikaO［形］居づらい。⑳しゅ_がまいんな～（祖父の側には居づら
い)。
ういじぃuidzI（地）上地。下地町に属する。
ういしいたuisita［名］上下。⑳～うみい（上下を見る)。
ういじぃんuidzID［名］旧暦３月頃の季節。
ういたｕｉｔａ［代］それら。それらの者。ういの複数形。、～がどうあしいたい（それら
の者がやった)。
ういたちuitatJi［名］（新）生立ち。
ういだにuidani（植）瓜の種。⑳ういだにゅ_いぴい（瓜種を植える)。
ういはらうuiharau［動］追い払う。⑬まゆ_～（猫を追い払う)。
ういばuiba：［名］上の歯。⑪－ゆんじぃ（上の歯を抜く）。
ういぴｕｉｂｉ［名］指。うゆぴとも言う。⑳～ひ－ゆん（指で数える)。
ういびがにuibi9ani［名］指輪。⑬ういびがにゅ￣はみい（指輪をはめる)。
ういぴさちぃuibisatsl［名］指先。
ういぴばんuibiba9［名］栂印。⑳～ぬうしぃ（栂印を押す)。
ういま－しぃuima:ｓＩ［動］追いまわす。⑳みどうんぬ～（女性を追いまわす)。
う‐ｕ‐中称の指示語をつくる。うぬ（その)。うい（それ)。
う‐ｕ‐［接頭］御。体言の上につく美化語。特殊の単語と複合する。尊敬の接頭辞として
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’よ熟していない。うがん（御願、祈願)。うみしぃ（お箸)。うたき（御嶽)。
ううｕｕ［動］負う。責任を負う。
ううｕｕ［動］売る。⑳しいなむい_～（品物を売る)。
う一ux｛接頭］雄。う－どうい（雄鳥)。ぴきとも言う。
う－ｕｘ［名］卯。十二支の一つ。うどうしぃ（卯年)。うどうしいんまり（卯年生まれ)。
う_ｕ：（感）祈りを捧げる時に発する。う_たうとう（ああ尊)。
う－－u:．［接頭］大。う_ぐとう（大事)。う－あわてぃ（大`慌て)。うふとなる時もある。
う_あみuxami［名］大雨。うふあみとも言う。⑪～いふうう（大雨が降る)。
う－あわてぃuXawati［名］大慌て。
う－かでぃuXkadi［名］大風。大嵐。⑩～ぬふうちぃ（大風が吹〈）。
う－が一らｕ:9a:ｒａ［名］雄瓦。円筒状の瓦。み－が－ら（雌瓦）の対。
う￣かんがいuXka99ai［名］大きな考え。
う－ぐいux9ui［名］大声。うふぐいとも言う。⑬～ゆいだしぃな（大声を出すな)。
う_ぐとうuX9utu［名］①大変なこと。②有難いこと。
う－きうど_uxsaudoX［名］大騒ぎ。
う－しぃｕｘｓＩ［動］負わせる。罪や責任などを他の人に転稼する。⑬ひとうんかいちい
みゅ_～（他人に罪を負わせる)。
う－しいぐとうuxsI9utu［名］大仕事。
う_じぃuxdzI［動］泳ぐ。⑭いんから～（海で泳ぐ)。
う－じぃuXdzI［名］泳ぎ。⑭っぶあがう－つじゃならん（君の泳ぎはだめだ)。
う_じいるuxdzIru［名］雄弦。三味線の一つの糸。一番太く低い音を出す。なかじいる
（中弦)、み_じぃろ（雌弦）の対。
う_じぃなuxdzIna［名］雄綱。頭が小さく雌綱の中に入れる。み_じぃな（雌綱）の対。
う－たうとうuXtautu（感）ああ尊。神仏を礼拝する時に発する。
う_ていがらｕ:ti9ara［名］大手柄。
う_ちぃぃuxtsII［動］追いかける。⑬ひとう_～（人を追いかける)。
う－ちぃにゃ_uxtsfnja：［名］追いかけっこ゜おにごっこ。⑳～ゆあしぃ（おにごっこを
する)。
う_どういuXdui［名］雄鶏。びきどういとも言う。み－どうい（雌鶏）の対。
う－にんじゆuXnind5u［名］大人数。大勢。⑪っぶあどうがや-や～（君たちの家族
は大人数だ)。
う－ぬくいｕ:nukui［名］売り残り。
う－ぬくいｕｍｕｋｕｉ［動］売り残る。⑳しいなむぬい～（品物が売り残る)。
う－はていし、uXhatii［動］売り果てろ。売り尽くす。
－１５１－
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う－びとうuxbitu［名］売る人。売り手。
う－みじぃuZmidzl［名］大水。洪水。
う_むぬuXmunu［名］雄。雄物。⑳～うなしぃ（雄を産む)。
う_んかしぃuxOkasl［名］大昔。
うか－しいかんukaxslka9［形］大変である。⑩かぬひとう_うか－しいうとうるしぃ
ぴとう（彼は大変恐ろしい人だ)。
うかうｕｋａｕ［名］御香。線香。
うがまいいu9amaii［動］拝まれる。神が姿をあらわして目に見える。
うがんｕ９ａＯ［名］拝み。拝むこと。
うがんｕ９ａ９［動］拝む。⑳かんぬ～（神を拝む)･
うがんｕ９ａＯ（地）大神。うがんじぃま（大神島)。
うがんだ_うu9andam［名］祈願に用いる道具。
うぐｕｋｕ［名］奥。うぐかた（奥の方)。
うぐぱ－ukuba:［名］奥歯。
うぐいｕ９ｕｉ［名］（新）おごり。ふるまい。
うぐいｕ９ｕｉ［動］（新）おごる。ふるまう。⑬ひ－まむぬ－～（昼食をおごる)。
うぐな_いu9unaxi［名］集まり。⑪～やいちいやいば（集まりはいつだ)。
うぐな_いu9unaxi［動］集まる。⑳ひとうぬ～（人が集まる)。
うぐな_いどうくなugunaxidukuna［名］集まる所。集会所。
うぐないいu9unaii［動］集める。⑪ぐみゅ－～（ゴミを集める)。
うさぎusa9i［名］（新）兎。
うさぎいusa9ii［動］さし上げる。⑳しんし－んかいききゅ－～（先生に酒をさし上
げる)。
うさばusaba［名］できもの。⑬～ぬいでいい（できものが出る)。
うさまいusamai［動］（新）①治まる。②静まる。
うさみいusamii［動］（新）①治める。統治する。②静める。
うさみいusamii［動］納める。⑬じよ_の_ゆ～（税を納める)。かたづける意味ではな
うしぃを用いる。
うしｕＪｉ［名］童名の一つ。ウシ。
うしぃｕｓｌ［名］臼。⑳うつすひちぃ（臼をひく)。
うしぃｕｓｒ［名］牛。⑳うつすちぃかなう（牛を飼う)。
うしいば_usIbax［名］臼歯。
うじｕｄ５ｉ［名］（新）氏。
うじぃｕｄｚｒ［名］渦。⑳～ぬまちぃ（渦が巻く）。
－１５２－
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うじぃまいudzlmai［動］埋まる。うずまる。
うじぃみいudzlmii［動］埋める。うずめる。
うじぃむしぃudzmusI［名］蛆。⑳～ぬばちぃ（蛆がわく）。
うじいんudzlD［動］埋める。
うたしいきutasIki［名］お助け。
うだいいudaii［動］太る。⑳うでいぬ～（腕が太る)。
うだかんudaka9［形］太い。⑬<ぬき_や～（この木は太い)。うだぴとう（太った
人)。
うちいんふうかんutsInfukaO［形］引込みじあんである。
うちいんふうびとうutsrnfubitu［名］引込みじあんな人。
うでぃｕｄｉ［名］腕。肩から手までの部分。
うでいくWudi9umi［名］腕組。
うでぃじぃからudid5ikara［名］腕の力。⑪～ぬちゅ￣かん（腕の力が強い)。うでいた
やとも言う。
うでぃじぃまudidzIma［名］腕相撲｡⑱～うあしぃ（腕相撲をする)。
うでぃだみしぃudidamisr［名］腕試し。
うでぃだやudidaja［名］腕の力。⑭～ぬあい（腕の力がある)。
うでいまつふあudimaffa［名］腕枕。⑳うでいまつふあ_ひ－にゅう（腕枕をして寝る)。
うっかｕｋｋａ［名］負債。借金。⑳～うはらう（借金をはらう)。
うっかばらいukkabarai［名］負債の支払い。⑪～やは￣かいどうましぃ（負債の支払
いは早い方が良い)。
うつすｕｓｓｕ［名］①後頭部。②後頭部のとがった者。
うった－てい_uttaxtiz［副］わざわざ。⑱～ってい_ふいい（わざわざ来てくれる)。
うっちぃuttsl［動］移る。①物や人が別の場所に移動する。②転任する。③病気が伝染す
る。⑬やんぬ～（病気が移る)。
うつちぃuttsl［動］写る。物の影や光などが他の物の上に現れる。
うつちやuttJa［名］うずら。うつちやいとうぬか（うずらの卵)。
うつちやしぃuttJasl［動］移す。①別の場所に移動させる。②転任させる。③病気を伝染
させる。
うつちやしぃuttJasl［動］写す。⑬しやしんぬ～（写真を写す)。
うつぴｕｐｐｉ［副］これだけ。物の大きさに用いる。〈つぴ（これだけ)。かつぴ（あれだ
け)。
うどういいuduii［動］こわがる。恐れる。うどういじゃか（臆病者)。
うどう－しぃudu:ｓＩ［動］おどす。驚す。⑳ひとぅ－－（人をおどす)。
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うどうかしぃudukasY［動］損をさせる。
うどうきuduki［名］欠損。
うどうしいんまりuduslmmari［名］卯年生まれの人。
うどうるかしぃudurukasI［動］驚かす。びっくりさせる。⑳やらぴゅ_～（小供を驚か
す)。
うどうるちぃudurutsf［動］驚く。びっくりする。
うなじぃunadzI［名］うなぎ。⑳うなつじゅとうい（うなぎを取る)。
うにｕｎｉ［名］畝。うにlこ対し低くなった所はまにと言う。はいぬ～（畑の畝)。
うぬｕｎｕ［連体］その゜そんな。～たき（その高さ)。うんなぎ（その頃)。うぬまま－い
（その辺り)。
うぬｕｎｕ（感）そのう。あのう。
うぬあ－ぎunuax9i［連語］その上。⑳～またしいかまうあしいたい（その上また仕
事をした)。
うぬあたいunuatai［連語］それくらい。⑭～やならんな（そのくらいできないか)。
うぬあとうunuatu［連語］その後。
うぬしいくな_unusIkunax［連語］そんなに。それだけ。⑳～んみふうていが－ちい
んだらざ（そんなに叱ったらかわいそうだ)。
うぬしいくぬunuslkunu［連体］そんな。それだけの。
うぬじぃぶんunudzlbuO［連語］その時分。その頃。⑳～なんな－ぎゃ－やらびどう
あたし、（その頃はまだ子供であった)。
うぬしゃくunuJaku［副］それ程。⑬～んみちぃな（それ程叱らないで)。
うぬたきunutaki［名］その高さ。
うぬながちやununa9atJa［連語］その翌日。
うぬぱ_unubaX［連語］その時。その際。
うぬひとうunu9itu［連語］その人。⑳んぬいじゃうたいひとう～（昨日出会った人は
その人だ)。
うぬひや_unuCaX［連語］そいつ。この野郎。卑語。
うぬままunumama［副］そのまま。⑬～や_んかいはい（そのまま家に帰る)。
うぬよ－ぬunujomu［連体］そのような。
うぴｕｂｉ［名］帯。すぐ_とも言う。
うふ‐uPu-［接頭］大。うふあみ（大雨)。うふぎ－（大木)。
うふきざいuPukidzai［名］大祝儀。大きな祝宴。
うふしぃかきｕ?uslkaki［名］大仕掛け。
うふじぃからｕゆudzIkara［名］大力。
－１５４－
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うふじいまuPudzIma［名］大島。大きな島。
うふだいくuPudaiku［名］大太鼓。⑭うふだし､〈￣うちぃ（大太鼓を打つ)。
うふちぃじぃんuPutsldzlO［名］大鼓。
うふっさぎuPussa9i［名］大結婚式。
うふな_uPunaX［名］大綱。大きなひも。いみな－（小さなひも）の対。
うふなんuPunaO［名］大波。⑬～ぬゆしい（大波が寄せる)・
うふぶにuPubuni［名］大船。
うふや_uPujax［名］大家族。
うふらuPura（地）大浦。平良市の北部に位置する。
うふんちぃuPunts，［名］大道。大きな道。いみんちぃ（小さな道）の対。
うぶいｕｂｕｉ［名］（新）おぼえ。記憶。
うぶぎ－ubu9ix［名］産毛。産髪。
うぶぐいubu9ui［名］産声。
うぶじぃんubudzf9［名］産衣。産着。
うぶみじぃubumidzl［名］産水。出産の時産児の額につける水・
うぶゆ_ubujuX［名］産湯。
うぶんｕｂｕ９［名］お盆。盆。食器や食べ物をのせて運ぶ台。単にぶんとも言う。
うまｕｍａ［代］そこ。
うまいumai［動］（新）埋まる。
うまなぎumana9i［名］その辺。
うみｕｍｉ［名］（新）梅。うみぬき－（梅の木)。
うみしぃumisii［名］お箸。⑭～ひ－ふあう（お箸で食べる)・
うむいｕｍｕｉ［名］思い。考え。願い。
うむいあたいumuiatai［動］（新）思い当たる。
うむいいだしぃumuiidasf［動］思い出す。⑬んいぬくとう_～（きのうの｡⑭ ￣ 事を思い出
す)。
うむいかいしぃumuikaisI［動］（新）思い返す。
うむいくがりいumuiku9arii［動］（新）思い焦れる。
うむいくんumuiku9［動］（新）思い込む｡
うむいぐとうumui9utu［名］思い事。
うむいぬくしぃumuinukusl［動］思い残す。
うむうｕｍｕｕ［動］思う。考える。願う。好きである。⑳ば￣っぶあうどう～（ぼくは
君を好きである)。
うむかぎumuka9i［名］（新）面影。心に浮かぶ顔かたち。
－１５５－
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うむくとうumukutu［名］思慮。うむくとうむぬ（思慮深い者)。
うむくとうかんumukutukaO［形］思慮深い。
うむてぃumuti［名］表。うらうむてぃ（裏表)。
うむていがいumuti9ai［名］（新）畳などの表替え。
うむつしかんumuJJika9［形］おもしろい。うれしい。楽しい。興味がある。
うむつし<とうumuJJikutu［名］おもしろい事。
うむつしどうくまumuJJidukuma［名］おもしろい所。
うむつしな_umuJJina：［名］おもしろい名前。
うむつしぱなしぃumuJJibanasf［名］おもしろい話。
うむっしぴとうumuJJibitu［名］おもしろい人。
うむっしんまりumuJJimmari［名］おもしろい奴。
うむやしぃumujasl［名］事がすんで心から安心してほっとすること。
うむやしいかんumujasIkaD［形］事がすんでほっとした状態･
うむやつきumujassa［名］安心。
うやｕｊａ（感）ほら。注意を促すために発する語。⑩～いんぬうり－うし’
がいるよ)。
うやｕｊａ［名］親。うやつふぁ（親子)。
うやがんにがいujaganni9ai［名］祭りの一種。うやがん祭り。
うやきujaki［名］金持ち。財産家。
うやきびとぅujakibitu［名］金持ち。資産家。
うやきや_ujakijax［名］金持ちの家。
うやしいujaJii［動］差し上げる。⑪しんし－んかい～（先生に差し上げる)。
うや_にゃ_んむぬujamja:mmunu［連語］親のない者。みなし子。
うやうしぃujausr［名］親牛。
うやういぴujauibi［名］親指。
うやどういujadui［名］親鳥。
うやうむいujaumui［名］親思い。
うやかたujakata［名］（新）親方。
うやこ_こ_ujakmko：［名］親孝行。
うやきやうだしhujakjaudai［名］親兄弟。
うやつふぁujaffa［名］親子。
うやふうこ_ujafukoZ［名］親不孝。うやふうこ_むぬ（親不孝者)。
うやぬ－まujanuma［名］親馬。
うやいつふあujanuffa［連語］親の子。親によく似た子。
(ほら犬ういさ
－１５６－
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うやぬや－ujanujax［連語］親の家。実家。生家。
うやまうujamau［動］敬う。あがめる。
うやまい〈とうばujamaikutuba［名］（新）敬語。
うやまさいujamasai［名］親勝り。親より勝れていること。
うやむとうujamutu［名］親元。⑭～んかいむどうい（親元へもどる)。
うやんまりujammari［名］親に似ていること。
うゆうｕｊｕｕ［動］及ぶ。到達する。うゆばん（及ばない）のように否定形で使われること
が多い。
うゆぴujubi［名］指。ういぴとも言う。
うゆぴぬふうしぃujubinufusl［連語］指の節。
うゆぴぬまたujubinumata［連語］指の股。
うらｕｒａ［名］浦。
うらいしぃuraisI［名］裏石。石垣の裏側の中間に積む小苔な石。
うらがいいura9aii［動］裏返る。ひつくり返る。表が裏になる。
うらがいしぃura9aisl［名］裏返し。⑭うらがいつきひ－ちぃぃ（裏返しにして着る)。
うらがいしぃura9aisI［動］裏返す。表を裏にする。
うらじぃuradzI［名］裏地。
うらじゃurad3a［名］裏座敷いちいばんじゃ_（－番座)。にばんじゃ_（二番座）の裏
にある座敷。
うらまいuramai［動］いらっしゃる。来るの尊敬では使わない。⑬しんし－やがっこ－
んどう～（先生は学校にいらっしゃる)。
うらまいいuramaii［動］恨まれる。⑩ひとうん～（人に恨まれる)。
うらんｕｒａＯ［動］恨む。⑪いふうさう～（戦さを恨む)。
うらんだuranda［名］オランダ。西洋。欧米。
うらんだふうちぃurandafutsI［名］西洋の言葉、欧米の言葉。
うりｕｒｉ（感）それ。うりうり（それそれ）⑭～み_み_る（それ見てみろ)。
うり_ｕｒｉｘ［名］潤い。おしめり。雨が降って畑が潤うこと。
うりいｕｒｉｉ［動］①下りる。②（色が水を）染めていく。⑱いるい～（色が染まって行
く）。うりふうちぃ（下り口)。
うりざかまuridzakama［名］下り坂。⑳うりざかま－ちゅ_し、あっす（下り坂は注意
しろ)。
うりぬ－いurinuxi［名］下り上り。上り下り。⑪～やひ_〈－かん（上り下りしてき
つい)。
うりんちぃurintsl［名］下り道。下り坂の道。あがいんちぃ（上り道）の対。
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うるしぃurusr［名］（新）漆。
うるしぃurusl［動］野菜などを細かく刻む。
うるしぃurusl［動］下ろす。降ろす。①上から下へ過程に注目して移動させる。②種をま
く。
うろどうしぃurudusI［名］閏年。
うんｕ９［名］鬼。うんいちいぬ（鬼の角)・
うんｕＯ［名］運。⑭～ぬちゅ￣かん（運が強い)・
うんじぃundzI［名］恩義。⑭うんつじゅかいしぃ（恩義を返す)。
うんじゆund5u［代］（新）あなた。士族語。
うんじゆ＿かんund5uxka9［形］運が強い。うんじゆ￣むぬ（運の強い者)･
うんちぃuntsr［動］釘を打つ。
うんなぎunna9i［名］その頃。⑳～んなくるま￣にゃ-つたん（その頃は車はなかっ
た)。
うんゆ_かんunjuxka9［形］運が弱い。うんゆ￣it'ぬ（運の弱い者)。
え
えいｅｉ（感）えい。掛け声。重い荷物を持ち上げる時などに言う。
え－ｅｘ（感）はい。目下の人への応答。目上の人にはお_（はい）という。
え－ｅ：（感）おい。もし。人に呼びかける時に言う。目下にも目上にも用いる。え－え_
（おいおい)。
え－んちゃemtJa（感）ああそうだ。⑱～ぱ_ばつし_どううたい（ああそうだ、ぼ
くは忘れていた)。
えげ－ｅ９ｅｘ（感）ああ。失敗した時などに用いる。⑳～またしっぱい（ああまた失敗
だ)。
お
おいｏｉ（感）（新）おい。⑬～っぶあ＿たる（おい君は誰だ)。
お￣ｏ：（感）はい。目上の人に対する応答。⑳～うぬと－リ（はいその通りです)。
お－ｏ：［名］王様。しゅいぬお_（首里の王様)。
お￣いＯＸｉ（感）おおい。相手を呼ぶ時に用いる。⑳～くまんかいく＿（おおいここに
来い)。
お_おお_ｏ:ＣＯ：（感）いいえ。目上の人に対する否定語。
おごいｏ９ｏｉ（感）おお。驚いた時に発する。⑳～よ＿うどうろかしいな（おお、驚かす
なよ)。
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おご_んみやogoxmmja（感）ああ。大変なことをしでかした時に用いる｡⑬～しんし￣
んかいあいあでぃ（ああ大変、先生に言いつけよう)。
お－だんoxda9［名］（新）病気の名。黄疸。
お＿ぬしじんじゃomuJid5ind5a［名］大主神社。拝所名の－つ○集落の北支部に属する｡
お_ふう<oxfuku［名］（新）往復。
お_らわんoxrawaO（地）大浦湾。大浦集落に近い湾。
(琉球大学）
－１５９－
Hosei University Repository
